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ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子座は、遺伝性非ポリポーシス大腸癌（HNPCC）において高頻度に変異が認められます。クローニングの結果、大腸菌ミスマッチ修復遺伝子mutSのヒトホモログであることが判明し、HNPCCに認められるマイクロサテライト配列の特徴的な変異（RER+表現型）と一致しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	MCF-7 (1)、A431 (2)、K562 (3)、Hela (4)、Raji (5)、A549 (6)、NIH/3T3 (7)、cos-7 (8)、およびHek293-e6 (9)細胞溶解物に対するMSH2マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	MSH2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	MSH2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	MSH2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。

